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バンク逆潮流

配電用変電所に設置された変圧器（バンク）において、配電系統から送電系統へ向かって有効電力
が流れることを言います。これは、配電系統における需要設備の負荷量よりも、分散型電源等による発
電量が多い場合に発生します。

バンク逆潮流が発生すると、配電系統の電圧を適切に制御できなくなることや、送電線事故発生時に
定められた時間内に事故を除去できなくなることから従来は認められていませんでした。現在では、電
圧を適正に管理するための装置や、配電変電所に送電線事故を検出できる装置を設置することで上記
の問題は生じないことが確認されたため認められています。
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出典・引用：経産省電力安全課 「バンク逆潮流の制限の緩和について」 資料2013/3/19(2020.7)

※「バンク逆潮流の制限の緩和について」（経済産業省電力安全課）の図をもとにJEMAで加工して作成


